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　私の子供の頃、半世紀以上前、エスという名の犬が私
の家族の一員でした。娯楽のない時代、近所のオジサン
から世間話を聞くのが楽しみでした。ある日、エスもい
る前で、犬は食用になるそうでっせ。私は思わずエスを
抱きしめました。
　当時、犬を飼うのは大変で、毎年生まれてくる子犬の
嫁ぎ先を探さねばなりません。Ａ兄貴は、目が開かんう
ちに処分してしまえば気が楽やと教えてくれました。あ
る朝、4、5匹の子犬が庭から突然消えていました。誰も
尋ねもしませんでしたが、Ｂ親爺が夜のうちに何処かに
捨てたに違いありません。その家の母も犬のお母さんも、
そして悪童仲間も涙をこらえていました。
　子犬の引き取り先を確保するために、日頃から良い友
達関係を築き、新鮮な地域情報網を確保しておくことに
力を注ぎました。食糧難や感染症に責められて人も犬も
生きるのに必死でした。猫も同様でした。とにかく酷い

状況でしたが、何か、人と犬猫との間は理解の絆で結ば
れていたように思います。
　今は21世紀。人にも動物にも「ゆりかごから墓場まで」
の福祉は整えられています。食は充たされ、産児制御技
術も進歩しました。しかし、捨て猫の数は増加し、動物
虐待事例も跡を絶ちません。国内外では、ヒトの「野性」
むき出しとしか思えない社会現象が目立ちます。動物も
あきれていることでしょう。
　「命」の本来の姿は、純粋で、愛と慈悲に満ちています。
純粋な命に対しては、人よりも動物の方が正直です。謙
虚になって、動物から「命」の大切さを学んでみたいも
のです。本シンポジウムでは、人と動物の絆を深めるた
めの多くのプログラムが準備されています。原点に戻っ
て、健康社会を復権したいものです。
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